
会長からの
メッセージ

　

土
木
と
建
築
と
い
う
分
野
は
、
分

野
外
の
人
に
と
っ
て
は
何
が
異
な
る

の
か
正
確
に
は
な
か
な
か
言
え
な
い

分
野
で
あ
り
な
が
ら
、
教
育
・
研
究

分
野
、
業
界
、
官
庁
関
連
部
署
と
し

て
は
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
日

本
建
築
学
会
は
1
8
8
6
年
創
立

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
来
両
者
は
明

確
に
区
分
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
な

る
。

　

建
築
も
土
木
も
そ
れ
が
範
ち
ゅ
う

と
す
る
分
野
は
広
く
、
日
本
建
築
学

会
の
論
文
集
は
構
造
系
（
材
料
・
施

工
を
含
む
）
、
計
画
系
、
環
境
系
と

大
区
分
さ
れ
、
土
木
学
会
の
論
文
集

も
構
造
系
、
水
系
、
地
盤
系
、
計
画

系
、
材
料
系
、
施
工
系
、
環
境
系
な

ど
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も

社
会
科
学
的
要
素
も
含
ん
だ
総
合

学
問
で
あ
る
。
区
分
の
名
称
か
ら
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、
材
料
・
施
工
を

含
ん
だ
広
い
意
味
で
の
構
造
系
、
計

画
系
、
環
境
系
は
、
両
学
会
で
共
通

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
私
の
専
門
分

野
で
は
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学

会
が
存
在
し
、
土
木
と
建
築
両
分
野

の
専
門
家
が
共
に
活
動
し
て
い
る

が
、
土
木
学
会
と
日
本
建
築
学
会
の

中
で
も
、
個
別
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
分

野
の
専
門
家
が
委
員
会
活
動
を
し
て

い
る
。
総
合
学
問
領
域
と
い
う
共
通

性
、
学
問
領
域
の
一
部
が
共
通
し
て

い
る
と
い
う
点
、
こ
の
2
点
が
土
木

学
会
と
日
本
建
築
学
会
の
特
徴
と
言

え
る
。

　

2
0
2
1
年
11
月
に
両
学
会
の

間
で
交
わ
し
た
覚
書
に
よ
り
、
両
学

会
が
公
に
共
同
で
行
う
活
動
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
、
共
同
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
（
T
F
）
が
立
ち
上
が
っ

た
。
元
々
、
類
似
し
た
課
題
を
持
っ

て
い
る
両
学
会
で
あ
る
が
、
定
常
的

に
か
つ
公
に
そ
れ
ら
の
課
題
に
対

し
共
同
し
て
活
動
す
る
仕
組
み
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
両
学
会
の
専

門
家
か
ら
な
る
T
F
の
中
で
は
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
活
動
対
象

と
な
る
課
題
が
決
ま
っ
た
。
協
働
す
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る
こ
と
に
対
す
る
両
学
会
員
の
意
識

調
査
、
土
木
・
建
築
の
社
会
価
値
と

協
働
の
方
向
性
検
討
、
災
害
対
応
連

携
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
対
応
、

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
D
X
）
、
土
木
・
建
築
の

設
計
の
基
本
作
成
の
六
つ
の
課
題
に

対
し
W
G
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
課
題
は
、
土
木
・
建
築
分
野
の
中

の
共
通
す
る
専
門
分
野
の
学
会
（
日

本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
会
の
よ
う
な

学
会
）
で
対
応
し
切
れ
る
課
題
で
は

な
く
、
ま
た
、
両
学
会
が
個
別
に
対

応
す
る
の
で
は
不
十
分
あ
る
い
は
困

難
な
課
題
と
も
言
え
よ
う
。
近
年
多

発
す
る
水
害
、
地
盤
災
害
と
い
っ
た

自
然
災
害
は
、
そ
の
現
象
解
明
は
土

木
分
野
で
あ
る
が
、
被
害
を
受
け
る

の
は
土
木
・
建
築
双
方
の
構
造
物
で

あ
り
、
都
市
な
ど
を
含
む
地
域
で
あ

る
。
災
害
対
応
連
携
は
ま
さ
に
総
合

学
問
で
あ
る
土
木
と
建
築
と
が
協

働
し
て
初
め
て
可
能
な
の
で
あ
る
。

D
X
の
中
で
は
、
I
T
技
術
と
し
て

は
同
一
の
C
I
M
と
B
I
M
と
が

土
木
・
建
築
で
個
別
に
展
開
さ
れ
つ

つ
あ
る
が
、
土
木
・
建
築
施
設
が
一

体
と
な
る
よ
う
な
場
合
、
C
I
M
と

B
I
M
と
が
整
合
が
取
れ
て
い
る
方

が
都
合
が
良
い
の
は
自
明
で
あ
る
。

　

上
記
に
示
し
た
課
題
は
土
木
・
建

築
を
超
え
た
社
会
的
に
も
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
社
会
に
見
え
る
形
で
成

果
が
出
さ
れ
れ
ば
、
国
内
的
に
は
他

の
工
学
分
野
と
比
較
し
て
地
盤
沈
下

が
見
ら
れ
、
国
際
的
に
は
そ
の
研
究

成
果
・
技
術
開
発
で
地
盤
沈
下
が
見

ら
れ
る
土
木
・
建
築
分
野
の
救
済
策

と
も
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
協

働
の
成
果
を
社
会
に
積
極
的
に
示
す

た
め
に
、
土
木
学
会
と
し
て
の
情
報

発
信
に
加
え
、
両
学
会
誌
の
共
同
企

画
も
定
期
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
ご
意
見
な
ど
を

土
木
学
会
（https://com

m
ittees.

jsce.or.jp/chair/

）
に
寄
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

第51回

写真1　札幌の街並み
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